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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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横浜ポートサイド校 

星槎国際高等学校 
 横浜ポートサイドキャンパス 

「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ

とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 

フリースクールは高校生よりも一足早く 8/25 から夏休みが明け、授業が

再開しました。元気なみなさんと再会できたこと大変嬉しく思います。夏休

み中、いろいろなところに出かけたり、勉強したりと楽しく充実した日々を

過ごせていた様子を聞くことができました。秋からは本格的に行事なども始

まります。お互いに思いやりながら、楽しく過ごしていきましょう！（髙橋） 

 次の各組の b の文の(   ）の中に、それぞれ１語ずつを入れ、b の文が a の文と同じ

意味を表すようにせよ。 

a.  To our great surprise, he disappeared suddenly. 

b.  His (            )(            )(            ) us greatly. 

 ８月３、４日と、一泊二日で群馬県上野村にサマーキャンプへ行ってきました。今年は過去最高の参加人数に加え、

２年ぶりの宿泊での実施ということもありこれまでにない程盛り上がったキャンプとなりました。特に印象深かっ

たのは、高校生ってどれくらい川遊びを楽しんでくれるのかな？と心配していた平井をよそに、「え？お風呂入り

ました？」と思うほどみんなが全力でびしょ濡れになって楽しんでくれたことです。コロナで制限されることもあ

りましたが、横浜にはない大自然の中でのびのびと活動するみんなの笑顔をたくさん見ることができたのが何より

も嬉しいキャンプでした。次は研修旅行！北海道も楽しみです。（平井） 

 

 

 

 

「経験」 

記録的な猛暑日が続いている今年の夏は、久しぶりにコロナの制限がない夏休みとなりました

が、みなさんはどのように過ごしているのでしょうか？コロナの感染とは別に、熱中症にも気を付

けなければならないので、マスクの付け外しが多くて疲れちゃいますね。 

 

さて、先日３年ぶりに宿泊でのサマーキャンプを実施しました。生徒 62名と過去最大の参加者

となりました。群馬県上野村でマス釣りや BBQ、花火に肝試しなど夏を満喫できる内容で、生徒

たちの笑顔が溢れる充実したイベントでした。コロナ禍での実施のため心配もありましたが、みん

なが徹底的な感染対策に協力してくれたおかげで 1 人も感染者を出すことなく無事に終えること

ができました。やはり宿泊行事は日頃の学校生活とは違う一面を見ることができるので良いです

ね！特に一年生は初めての宿泊だったので心配でしたが、大きな問題もなくしっかりやってくれ

ていたので自信になったのではないでしょうか。互いに助け合ったり支え合ったりしながら過ごす

２日間は、成長させてくれますね。 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「百聞は一験に如かず」 

 

この言葉は、本来は「百聞は一見に如かず」で、見ると書きます。“人から何度も聞くより、一

度実際に自分の目で見るほうが確かであり、よくわかる。”という意味です。最近は動画で簡単に

見ることができてしまうので、『一験』とし、一度実際に自分で経験してみるほうがよくわかるとす

るものです。現在は情報化社会なので、様々な情報を簡単に得ることができてしまいます。でも 

実際に自分が体験したもの、肌感覚はその人だけのものです。その肌感覚を大切にしてくだ 

さい。体験して得た感覚こそが、自分の貴重な財産です。経験が自分の価値観を広げ 

てくれます。まずは何でもやってみることですね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 木 授業開始  

2 金   

3 土   

4 日   

5 月   

6 火 
前期単位認定試験①（１・２年） 

午前授業（３年） 
 

7 水 
前期単位認定試験②（１・２年） 

午前授業（３年） 
 

8 木 
前期単位認定試験③（１・２年） 

午前授業（３年） 
 

9 金 試験休み  

10 土   

11 日   

12 月   

13 火   

14 水 前期特履・積上試験（２年）  専攻  

15 木   

16 金   

17 土   

18 日   

19 月 敬老の日  

20 火   

21 水 前期ゼミ発表会＆プレゼン大会  

22 木 前期終業式  

23 金 秋分の日  

24 土 後期保護者会・学年会  

25 日   

26 月 秋休み FS 授業  

27 火    │  

28 水    │  

29 木    │  

30 金    │  

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 

横浜市神奈川区栄町８-４   TEL:０４５－４５１－６７５１  FAX:０４５－４５１－６７５５ 

URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

今年もたくさんの体験生にご参加いただき、体験スタッフの活躍のお

かげで無事に 2 日間終えることができました。体験スタッフのみなさ

ん、事前準備から当日まで色々とありがとうございました。学ぶこと

も多くあったかと思いますが、ぜひ今後に活かしてほしいと思います。

また保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。次年度も、星槎

の日を盛り上げていきましょう！（中園） 

長らくオンライン開催となっていたブロック研修ですが、今年度は高尾キャン

パスにて１泊２日で実施することができました。東北・関東の校舎の代表が集

まり、意見を出し合いながらグループで発表をしたり、食事を一緒に楽しんだ

りと、対面ならではの研修内容でした。他校舎の生徒会活動も参考にしながら、

横浜ポートサイド校をよりよくするために今後も精力的に活動しようと決意

を新たにしていました。今後の生徒会活動が楽しみですね！（片岡） 

故宮澤保夫名誉会長のお誕生日である 7

月 27 日にお別れの会が行われました。

感染症再拡大の現状を受けてオンライン

での実施となりました。宮澤保夫名誉会

長、たくさんの学びや愛を、本当にありが

とうございました。 

《解答》 

・sudden 

・disappearance 

・surprised 

《解説》  
 ・To our great surpriseは、「我々が非常に驚いたことに」。他に to my sorrowは「悲しい 

ことに」などがある。  

・b の文では「彼の突然の失踪は」を主語にする。 

・訳としては、a の文は「我々が非常に驚いたことに、彼は突然居なくなった。」となり、 

b の文は「彼の突然の失踪は我々を大いに驚かせた。」となり、同じ意味になる。 
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